
目　
　
　
　

次

序	
	

1

利
己
が
利
他
と
な
る
仕
組
み
／
廻
向
と
随
喜
／
上
座
仏
教
と
精
霊
祭
祀
を
つ
な
ぐ
／

上
座
仏
教
と
精
霊
祭
祀
を
つ
な
ぐ
／
ア
ッ
ラ
ー
に
よ
る
褒
賞
／
原
罪
と
贖
罪
と
寄
進

第
一
章　
「
解
脱
」
の
経
済
的
意
味	

伊
東
利
勝	

19

は
じ
め
に

一　

仏
教
実
践 

― 

エ
ー
ヤ
ー
ワ
デ
ィ
ー
川
流
域
地
方
の
例　
　

21

「
乾
燥
地
帯
」
の
王
国
／
バ
ガ
ン
の
仏
塔
群
／
仏
塔
を
建
て
る
／
碑
文
に
残
す
／
先
達
に
敬
意
を
は
ら
う

二　

上
座
仏
教
の
世
界
観　
　

41

空
間
と
時
間
の
接
点
／
新
手
の
妖
怪
・
幽
霊
／
来
世
の
た
め
に
／
解
脱
／
祖
先
崇
拝
の
な
い
世
界
／

前
世
の
因
縁

三　

実
践 

― 

功
徳
を
為
す　
　

57

五
戒
の
遵
守
と
寄
進
／
三
衣
一
鉢
／
質
素
な
生
活
／
公
共
事
業
／
物
欲
か
ら
離
れ
る

四　

来
世
を
介
し
た
格
差
是
正　
　

68

カ
チ
ン
の
マ
ナ
オ
／
ロ
ン
ユ
ー
／
「
蕩
尽
」
の
定
式
化

お
わ
り
に
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第
二
章　

仏
典
に
説
か
れ
る
功
徳
と
廻
向
の
し
く
み	

藤
本　

晃	

89

は
じ
め
に

一　

イ
ン
ド
文
化
圏
で
の
功
徳
と
廻
向　
　

91

自
分
へ
の
廻
向
／
功
徳
は
物
質
か
／
シ
ヴ
ァ
教
獣
主
派
の
例
（
紀
元
七
世
紀
）
／

ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
シ
ュ
ラ
ッ
ダ
（
祖
霊
祭
）

二　

釈
尊
（
原
始
仏
典
）
に
功
徳
と
廻
向　
　

104

心
の
因
果
と
物
質
の
因
果
は
別
物
／
行
為
に
は
必
ず
結
果
（
業
）
が
生
じ
る
／

縁
は
受
け
た
り
受
け
な
か
っ
た
り
／
心
と
物
質
は
相
互
に
影
響
し
合
う

三　
「
功
徳
を
廻
向
す
る
」
と
は　
　

114

『
シ
ガ
ー
ラ
教
誡
経
（
六
方
礼
経
）』
／
増
支
部
経
典
「
ジ
ャ
ー
ヌ
ッ
ソ
ー
ニ
品
」
／

小
部
経
典
『
餓
鬼
事
』
に
説
か
れ
る
功
徳
廻
向
「
布
施
を
指
定
す
る
」
／

『
餓
鬼
事
』
全
編
の
中
、
釈
尊
自
身
の
偈
は
第
一
、四
、五
話
だ
け
／

『
餓
鬼
事
』
か
ら
読
め
る
功
徳
廻
向
の
法
則
／

註
釈
も
合
わ
せ
て
、
功
徳
廻
向
の
し
く
み
が
明
ら
か
に

四　

釈
尊
以
降
の
仏
教
に
見
ら
れ
る
功
徳
と
廻
向　
　

132

碑
文
（
紀
元
前
三
世
紀
～
）
／
大
乗
経
典
（
紀
元
一
世
紀
～
）
／

「
無
量
寿
経
」
に
は
一
例
だ
け
、「
法
華
経
」
に
は
な
い
／
「
般
若
経
」
／

仏
教
学
界
で
は
功
徳
廻
向
は
大
乗
独
自
の
思
想
と
い
う

五　

仏
教
史
か
ら
仏
教
思
想
へ　
　

143

善
行
為
は
三
種
類
（
拡
張
し
て
一
〇
種
類
）
／
釈
尊
は
功
徳
廻
向
の
し
く
み
を
明
確
に
説
か
な
か
っ
た

お
わ
り
に
―
功
徳
と
廻
向
は
仏
教
か
ら
世
界
に
広
が
っ
た　
　

152
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第
三
章 

人
を
結
ぶ
仏
教
功
徳
と
精
霊
祭
祀
の
「
経
済
」	

林　

行
夫	

157

は
じ
め
に

一　

異
な
る
仏
教　
　

159

欲
望
を
断
つ
／
慈
悲
か
ら
生
ま
れ
た
菩
薩
信
仰
／
上
座
仏
教
徒
社
会
／
カ
ミ
ガ
ミ
へ
の
信
仰
も

二　

生
の
「
経
済
」　　

167

命
の
転
生
／
精
霊
祭
祀
／
供
犠
の
閉
鎖
性

三　

供
犠
の
「
経
済
」　　

173

最
も
古
い
普
遍
宗
教
／
共
同
体
の
象
徴
的
行
為
／
殺
生
回
避
と
し
て
の
乞
食

四　

仏
教
実
践
に
み
る
食
と
功
徳
の
「
経
済
」　　

179

俗
人
の
仏
教
実
践
／
戒
は
行
う
も
の
／
功
徳
を
「
送
る
」
／
功
徳
を
「
積
む
」
／

人
と
人
を
結
ぶ
／
蕩
尽
／
物
財
の
枯
渇
が
も
た
ら
す
名
誉

五　

精
霊
祭
祀
の
現
在　
　

190

祈
り
の
合
理
化
／
精
霊
祭
祀
と
仏
教
の
結
び
つ
き
／
学
校
で
は
な
く
自
然
に
学
ぶ
／
積
徳
の
行
方

お
わ
り
に

第
四
章　

イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
に
お
け
る
喜
捨

　
　
　
　
　
　
　
　

─
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
中
心
に
─	

藤
本
透
子	

203

　

は
じ
め
に

一　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義
に
お
け
る
喜
捨　
　

207

六
信
五
行
／
ザ
カ
ー
ト
と
サ
ダ
カ

15



二　

喜
捨
の
実
践　
　

214

時
代
と
地
域
に
よ
る
変
化
／
モ
ス
ク
に
集
め
ら
れ
る
喜
捨
／
死
者
儀
礼
に
お
け
る
喜
捨

三　

喜
捨
の
意
味
論　
　

234

ア
ッ
ラ
ー
か
ら
与
え
ら
れ
る
報
酬
／
来
世
で
の
永
遠
の
生

お
わ
り
に
―
共
生
の
し
く
み

第
五
章　

贖
罪
と
喜
捨 

―
西
洋
中
世
の
地
平
―	

佐
藤
彰
一	

247

は
じ
め
に

一　

起
源
と
し
て
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教　
　

250

「
枢
軸
の
時
代
」
／
鉄
器
時
代
の
世
界
シ
ス
テ
ム

二　

古
代
教
会
の
贖
罪
者
観　
　

256

ソ
ゾ
メ
ノ
ス
の
証
言
／
オ
リ
ゲ
ネ
ス
、
カ
ッ
シ
ア
ヌ
ス

三　

喜
捨
の
経
済
的
次
元　
　

260

取
引
と
し
て
の
喜
捨
／
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
贖
罪
と
喜
捨

四　

魂
の
救
済
の
ア
ポ
リ
ア　
　

264

魂
の
彼
岸
へ
の
旅
／
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
派
異
端
と
の
戦
い

五　

時
の
終
わ
り
は
い
つ
か　
　

267

線
的
時
間
の
宗
教
／
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
時
間
論
／
世
界
年
の
観
念
／
「
時
の
終
わ
り
」
の
先
送
り

六　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
修
道
制
の
衝
撃　
　

273

魂
の
彼
岸
へ
の
旅
と
罪
障
／
告
解
と
贖
罪
の
導
入

16



あ
と
が
き	

	

281

意
識
の
な
せ
る
業
／
イ
ス
ラ
ー
ム
の
廻
向
／
個
の
確
立
／
比
較
の
裏
返
し

執
筆
者
紹
介	

	

288
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